
は
じ
め
に

〇
七
年
四
月
、
一
斉
地
方
選
挙
が
た
た
か

わ
れ
ま
す
。
京
都
市
会
で
は
桝
本
市
政
が
、

自
民
、
公
明
、
民
主
・
都
み
ら
い
（
現
在
）

の
オ
ー
ル
与
党
体
制
に
支
え
ら
れ
十
年
間
継

続
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
一
貫
し
て
悪
政

に
対
決
し
て
き
た
日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

は
、
常
に
自
民
党
に
次
ぐ
市
会
第
二
党
の
勢

力
を
維
持
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

市
政
を
動
か
し
貴
重
な
成
果
を
勝
ち
取
っ
て

き
ま
し
た
。
改
め
て
日
本
共
産
党
市
会
議
員

団
の
働
き
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
桝
本
市

政
と
、
オ
ー
ル
与
党
の
実
態
を
告
発
す
る
も

の
で
す
。

今
、
二
大
政
党
制
の
も
と
で
、
小
泉
「
構

造
改
革
」
と
京
都
市
の
行
革
路
線
が
市
民
の

く
ら
し
を
痛
め
つ
け
、
ま
っ
た
な
し
の
切
実

な
要
求
が
あ
ふ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
は
、
住
民
の
く
ら

し
と
命
を
守
る
地
方
自
治
体
本
来
の
役
割
を

発
揮
さ
せ
る
た
め
に
、
い
っ
そ
う
力
を
つ
く

す
決
意
で
す
。

常
に
、
く
ら
し
と
福
祉
を
守
る
市

民
運
動
と
結
ん
で

市
長
オ
ー
ル
与
党
政
治
が
増
や
し
た
借
金

（
市
債
残
高
）
は
こ
の
十
年
間
で
三
九
一
四

億
円
、
〇
六
年
度
末
の
残
高
見
込
み
額
は
一

兆
一
一
〇
四
億
円
、
市
民
一
人
当
た
り
七
五

万
円
に
達
し
ま
す
。
市
長
は
財
政
危
機
を
口

実
に
、
市
民
負
担
増
を
相
次
い
で
強
行
し
て

き
ま
し
た
。
就
任
以
来
十
年
間
で
、
国
民
健

康
保
険
料
や
介
護
保
険
料
、
保
育
料
の
値
上

げ
に
加
え
敬
老
乗
車
証
・
大
型
ご
み･

家
庭
ご

み
の
有
料
化
、
上
下
水
道
料
金
や
地
下
鉄
運

賃
な
ど
、
総
額
三
〇
二
億
円
と
い
う
か
つ
て

な
い
市
民
負
担
増
で
す
。
事
務
事
業
の
見
直

し
は
千
項
目
を
超
え
、
削
っ
た
市
民
サ
ー
ビ

ス
は
、
市
営
葬
儀
事
務
所
や
ち
び
っ
こ
プ
ー

ル
の
廃
止
な
ど
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま

で
」
に
及
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
提
案
に

す
べ
て
賛
成
し
、
市
長
と
一
緒
に
市
民
生
活

破
壊
の
負
担
増
を
進
め
て
き
た
の
が
自
民
、

公
明
、
民
主
・
都
み
ら
い
の
オ
ー
ル
与
党
政

治
で
す
。

党
議
員
団
は
、
市
民
の
負
担
増
、
サ
ー
ビ

ス
切
り
捨
て
と
き
っ
ぱ
り
対
決
し
て
た
た
か

い
ま
し
た
。
論
戦
と
運
動
で
市
長
と
与
党
会

派
を
追
い
込
ん
で
、
障
害
者
自
立
支
援
法
施

行
に
伴
う
独
自
の
負
担
軽
減
措
置
の
実
現
、

国
民
健
康
保
険
料
値
上
げ
の
激
変
緩
和
措
置
、

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
、
介
護
保

険
料
の
減
額
措
置
の
拡
充
、
障
害
者
施
設
・

醍
醐
和
光
寮
の
建
て
替
え
検
討
な
ど
に
つ
な

げ
ま
し
た
。
市
民
の
足
を
守
る
運
動
と
結
ん

で
、
醍
醐
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
敬
老
乗

車
証
の
適
用
拡
大
を
実
現
し
ま
し
た
。

〇
三
年
二
月
議
会
以
後
、
京
都
市
議
会
に

提
出
さ
れ
た
請
願
は
一
五
一
五
件
（
〇
六
年

四
月
現
在

「
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下

）
、

げ

「
家
庭
ご
み
有
料
化
の
中
止
」
な
ど
切
実

」
な
市
民
要
求
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
京
都

市
議
会
の
請
願
数
は
市
民
の
運
動
の
強
さ
と

大
き
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
一
四
七

二
件
、
実
に
九
七
・
二
％
で
日
本
共
産
党
が

紹
介
議
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

京
都
経
済
再
生
へ
、
具
体
的
な
提

案
で
市
政
を
動
か
す

二
信
金
の
破
た
ん
で
京
都
経
済
に
激
震
が

走
っ
た
二
〇
〇
〇
年
、
党
議
員
団
は
「
中
小

企
業
を
倒
産
の
危
機
か
ら
守
れ
」
と
新
た
な

借
換
融
資
制
度
を
提
案
し
、
〇
三
年
の
あ
ん

し
ん
借
換
融
資
制
度
の
実
現
に
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
中
小
企

業
は
一
万
四
千
五
百
三
十
七
件
、
融
資
額
は

二
千
七
百
七
十
八
億
千
六
百
万
円
と
、
倒
産

を
未
然
に
防
ぐ
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
中

小
企
業
の
実
態
調
査
を
か
た
く
な
に
拒
否
し

て
き
た
市
長
に
、
〇
三
年
に
「
も
の
づ
く
り

産
業
調
査
」
を
実
施
さ
せ

「
商
店
街
調
査
」

、

に
も
つ
な
げ
ま
し
た
。
失
業
者
の
仕
事
確
保

の
た
め
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
つ
い
て
国

が
制
度
を
廃
止
し
、
多
く
の
自
治
体
が
廃
止

す
る
中
、
独
自
の
制
度
と
し
て
存
続
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
党
議
員
団
は
、

伝
統
産
業
振
興
条
例
案
を
九
九
年
に
発
表
す

る
な
ど
、
一
貫
し
て
制
定
を
求
め
て
き
ま
し

た
が
、
〇
五
年
よ
う
や
く
、
京
都
市
伝
統
産

業
活
性
化
推
進
条
例
と
し
て
実
現
に
至
り
ま

し
た
。

京
都
の
商
業
、
商
店
街
を
疲
弊
さ
せ
た
最

大
の
要
因
は
、
大
型
店
の
出
店
に
他
な
り
ま

せ
ん
。
と
こ
ろ
が
市
長
は
大
型
店
進
出
誘
導

策
と
な
る
「
商
業
集
積
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
」
と

「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
今
日
、
市
内
小
売
店
売
り
場
に
占

め
る
大
型
店
の
割
合
は
五
〇
％
に
達
す
る
勢

い
で
す
。
さ
ら
に
京
都
駅
周
辺
へ
の
家
電
量

販
店
の
相
次
ぐ
出
店
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
京
都

工
場
跡
地
や
京
都
駅
南
口
へ
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
シ
テ
ィ
・
ハ
ナ
の
数
倍
に
匹
敵
す
る
超
大

型
店
の
出
店
構
想
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
党
議
員
団
は
「
こ
れ
以
上
の
大
型
店
は

、

い
ら
な
い
」
と
主
張
し
続
け
て
き
ま
し
た
が

大
型
店
規
制
を
求
め
る
声
に
押
さ
れ
た
今
日

の
国
の
「
ま
ち
づ
く
り
三
法
」
見
直
し
は
こ

の
主
張
の
正
し
さ
を
裏
付
け
る
も
の
で
す
。

財
政
健
全
化
へ
、
削
る
も
の
を
ず

ば
り
提
案

市
長
は
二
〇
〇
〇
年
の
京
都
市
「
市
政
改

革
大
綱
」
で
、
改
革
の
理
念
と
し
て
「
補
完

性
の
原
理
」
と
「
Ｎ
Ｐ
Ｍ
（
ニ
ュ
ー
・
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
理
論
」
を
か
か

げ
、
市
民
に
対
し
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は

自
分
で
や
り
、
自
治
体
や
国
を
頼
る
な
と
す

る
一
方
、
市
民
は
代
金
を
支
払
う
「
顧
客
」

、

と
と
ら
え
る
民
間
企
業
の
考
え
方
を
導
入
し

市
民
負
担
増
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
切
捨
て
を
合

理
化
し
、
自
治
体
本
来
の
役
割
を
放
棄
す
る

転
機
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
財
界
と
政
府

が
一
体
と
な
っ
た
「
行
革
路
線
」
と
完
全
に

歩
調
を
あ
わ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
後
、
〇
二
年
の
財
政
非
常
事
態
宣
言
、
〇

四
年
に
は
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
で
今
後
五
年

間
の
財
源
不
足
が
一
六
四
五
億
円
に
な
る
と

し
て
、
市
民
を
脅
し
、
負
担
増
と
サ
ー
ビ
ス

切
捨
て
、
市
職
員
の
削
減
で
あ
る
「
行
革
」

を
加
速
し
ま
し
た
。
〇
六
年
に
は
国
の
方
針

に
忠
実
に
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
さ

ら
に
目
標
を
上
積
み
し
て
い
ま
す
。
市
長
は

「
全
国
ト
ッ
プ
水
準
」
と
自
慢
し
、
市
民
に

与
え
て
い
る
痛
み
を
全
く
理
解
し
て
い
ま
せ

ん
。
同
時
に
、
市
バ
ス
事
業
の
半
分
ま
で
民

間
に
丸
投
げ
す
る
「
管
理
の
受
委
託
」
を
広

げ

「
公
の
施
設
」
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入

、

市
民
と
と
も
に
市
政
を
動
か
す
、

【
声
明
】

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団
の
役
割

二
〇
〇
六
年
五
月
二
十
三
日

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団



に
民
間
営
利
企
業
を
参
入
さ
せ
る
な
ど
「
民

営
化
」
を
全
国
に
先
駆
け
て
行
い
ま
し
た
。

オ
ー
ル
与
党
も
一
緒
に
な
っ
て
「
行
革
」
を

も
っ
と
進
め
る
べ
き
だ
と
応
援
す
る
始
末
で

す
。党

議
員
団
は
、
削
る
べ
き
ム
ダ
は
京
都
市

内
高
速
道
路
や
焼
却
灰
溶
融
炉
な
ど
不
要
不

急
の
大
型
公
共
事
業
に
あ
る
こ
と
を
ず
ば
り

指
摘
し
予
算
の
組
み
替
え
提
案
も
行
っ
て
き

ま
し
た
。
京
都
市
内
高
速
道
路
が
巨
額
の
負

担
を
も
た
ら
す
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
計
画

の
凍
結
を
真
正
面
か
ら
求
め
て
き
ま
し
た
。

五
路
線
建
設
に
固
執
し
て
き
た
市
長
は
「
国

策
」
と
開
き
直
り
、
未
着
工
の
三
路
線
に
つ

い
て
は
与
党
議
員
が
計
画
断
念
に
言
及
す
る

な
ど
矛
盾
を
深
め
て
い
ま
す
。

京
都
の
景
観
破
壊
を
ス
ト
ッ
プ

京
都
の
景
観
破
壊
は
バ
ブ
ル
期
に
す
さ
ま

じ
い
勢
い
で
進
み
ま
し
た
。
歴
代
の
オ
ー
ル

与
党
に
支
え
ら
れ
た
市
長
は
、
景
観
破
壊
に

手
を
か
し
て
き
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
九
一

年
に
は
景
観
保
全
計
画
を
求
め
る
提
言
を
行

い
、
高
さ
規
制
緩
和
を
批
判
し
、
都
心
部
の

ダ
ウ
ン
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
求
め
る
な
ど

「
景
観

、

論
争
」
を
リ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。
常
に
住

民
運
動
と
結
ん
で
論
戦
し
、
こ
の
間
ポ
ン
・

デ
・
ザ
ー
ル
橋
計
画
を
撤
回
さ
せ
、
斜
面
地

の
マ
ン
シ
ョ
ン
等
を
規
制
す
る
条
例
の
制
定

や
、
葬
儀
場
も
含
め
住
民
に
対
す
る
事
前
説

明
を
義
務
付
け
る
中
高
層
建
築
物
等
の
条
例

改
定
に
結
実
さ
せ
ま
し
た
。
今
、
市
長
は
京

都
創
生
を
か
か
げ
て
、
新
た
に
建
築
物
の
高

さ
規
制
を
打
ち
出
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
住

民
と
日
本
共
産
党
議
員
団
の
た
た
か
い
の
成

果
で
す
。
市
長
は
こ
れ
ま
で
の
景
観
破
壊
を

ま
る
で
自
然
現
象
の
よ
う
に
描
き
ま
す
が
、

オ
ー
ル
与
党
と
と
も
に
自
ら
、
財
界
の
後
押

し
を
受
け
て
規
制
緩
和
と
景
観
破
壊
を
す
す

め
て
き
た
責
任
が
改
め
て
問
わ
れ
る
も
の
で

す
。子

ど
も
と
保
護
者
の
願
い
実
現
、

教
育
環
境
の
改
善
へ

中
学
校
給
食
の
実
施
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
の
設
置
、
危
険
な
校
舎
の
改
善
、
三
十

五
人
学
級
の
実
現
は
九
六
年
市
長
選
挙
で
争

点
と
な
る
中
、
党
議
員
団
の
実
態
調
査
や
論

戦
と
世
論
で
勝
ち
取
っ
た
成
果
で
す
。
党
議

員
団
は
、
定
時
制
高
校
の
存
続
を
求
め
る
生

徒
や
保
護
者
の
願
い
を
代
弁
す
る
と
と
も
に
、

教
師
の
過
労
死
が
続
発
す
る
中
、
労
働
安
全

衛
生
の
徹
底
と
、
労
働
時
間
短
縮
を
求
め
て

奮
闘
し
ま
し
た
。
市
長
は
、
公
教
育
の
中
で

御
所
南
小
、
堀
川
・
西
京
高
、
御
池
中
な
ど

「
先
進
」
と
称
し
て
数
十
億
か
ら
百
億
円
規

模
の
校
舎
を
つ
く
る
一
方
、
い
ま
だ
多
く
の

老
朽
校
舎
や
体
育
館
が
手
付
か
ず
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
定
時
制
高
校
の
存
続
を
求

め
る
声
を
踏
み
に
じ
り
、
縮
小
・
廃
止
を
相

次
い
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
高
校
改
革
が
進

め
ら
れ
る
中
、
市
内
四
つ
の
通
学
圏
で
高
校

合
格
率
に
格
差
が
生
ま
れ
る
な
ど

「
個
性
あ

、

る
学
校
づ
く
り
」
の
名
の
下
に
教
育
条
件
の

深
刻
な
格
差
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
格
差
拡
大
に
対
し
て
も
、
自
民
、
公
明
、

民
主
都
み
ら
い
の
オ
ー
ル
与
党
は
、
競
い
合

っ
て
礼
讃
し
て
い
ま
す
。

環
境
・
ご
み
行
政
の
前
進
へ

党
議
員
団
は
大
型
下
水
管
・
地
下
貯
留
施

設
等
の
大
型
事
業
優
先
で
は
な
く
、
雨
水
利

用
・
地
下
浸
透
の
雨
水
対
策
を
一
貫
し
て
求

め
、
〇
四
年
三
月
の
「
京
都
市
水
共
生
プ
ラ

ン
」
と
し
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

、

家
庭
ご
み
有
料
化
の
市
民
的
議
論
の
中
で

改
め
て
京
都
市
の
ご
み
行
政
に
対
す
る
批
判

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
未
だ
に
缶
・
ビ
ン
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ご
ち
ゃ
混
ぜ
で
、
混
ぜ
た

資
源
ご
み
を
分
別
す
る
工
場
な
ど
、
ご
み
に

な
る
も
の
を
生
産
す
る
責
任
は
問
わ
ず
、
新

た
な
施
設
建
設
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
ご
み
行
政
は
施
設
建
設
費
に
と
ど
ま
ら
ず

維
持
管
理
費
と
巨
額
な
費
用
負
担
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。
市
長
は
、
オ
ー
ル
与
党
の
賛

成
で
有
料
化
を
強
行
し
ま
し
た
が
、
党
議
員

団
は
分
別
収
集
の
拡
大
充
実
と
市
民
対
話
を

強
め
る
こ
と
が
、
ご
み
減
量
に
つ
な
が
る
と

有
料
化
に
反
対
し
て
た
た
か
っ
て
い
ま
す
。

不
正
・
腐
敗
を
絶
対
に
許
さ
な
い

ゆ
が
ん
だ
同
和
行
政
は
京
都
市
行
政
に
不

正
、
腐
敗
が
は
び
こ
る
一
つ
の
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
党
議
員
団
の
調
査
と
事
実
に
基

づ
く
一
貫
し
た
追
及
は
、
与
党
も
巻
き
込
ん

で
議
会
で
の
度
重
な
る
決
議
へ
と
つ
な
げ
ま

し
た
。
同
和
選
考
採
用
を
や
め
さ
せ
、
同
和

補
助
金
問
題
や
上
鳥
羽
建
設
業
協
同
組
合
の

不
正
な
改
良
住
宅
施
設
の
使
用
な
ど
、
裁
判

や
監
査
で
も
市
長
の
責
任
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
最
後
の
同
和
行
政
と
い
う
返
済
無

用
の
奨
学
金
支
給
問
題
も
い
よ
い
よ
大
詰
め

を
む
か
え
て
い
ま
す
。
市
長
は
、
未
だ
に
同

和
行
政
は
「
社
会
正
義
の
実
現
」
と
憲
法
二

十
五
条
を
引
き
合
い
に
し
て
ま
で
そ
の
継
続

を
宣
言
し
、
ま
た
、
民
主
党
は
部
落
解
放
同

盟
の
幹
部
を
次
期
市
会
議
員
選
挙
候
補
者
と

し
て
公
認
ま
で
し
て
い
る
こ
と
は
重
大
で
す
。

こ
う
し
た
、
同
和
を
特
別
扱
い
す
る
不
公

平
な
行
政
体
質
が
、
京
都
市
職
員
が
覚
醒
剤
、

ヤ
ミ
金
、
買
春
、
公
金
横
領
な
ど
と
不
祥
事

を
続
発
さ
せ
る
温
床
と
な
っ
て
い
ま
す
。
不

正
・
腐
敗
と
無
縁
な
日
本
共
産
党
だ
か
ら
こ

そ
、
徹
底
し
た
追
及
が
で
き
る
の
で
す
。

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
と
民
主
的

運
営
、
活
性
化
を
リ
ー
ド

党
議
員
団
は
、
現
在
、
市
議
会
第
二
党
二

十
名
、
議
席
占
有
率
二
九
％
の
議
席
を
持
ち
、

そ
の
内
、
女
性
議
員
は
八
名
で
す
。
常
任
委

員
会
の
委
員
長
一
名
、
副
委
員
長
三
名
、
市

会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
な
ど
を
確
保
し
、

議
会
の
民
主
的
運
営
、
市
民
に
開
か
れ
た
議

会
、
議
員
特
権
の
見
直
し
へ
と
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
常
任
委
員
会
の

月
二
回
開
催
や
モ
ニ
タ
ー
で
の
傍
聴
を
実
現

し
、
退
職
議
員
も
含
め
た
優
遇
措
置
を
廃
止

し
ま
し
た
。
政
務
調
査
費
の
領
収
書
公
開
に

も
道
を
開
き
ま
し
た
。
議
員
提
案
の
議
案
と

し
て
は
戦
後
初
め
て
、
委
員
会
付
託
さ
れ
審

議
と
な
っ
た
住
宅
改
修
工
事
費
助
成
条
例
等

の
提
案
も
行
い
ま
し
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災

以
来
、
一
貫
し
て
求
め
て
き
た
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
は

「
財
産
価
値
を
お
と
す
こ
と
に
な

、

る
」
と
拒
み
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
作
成
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
は
、
昨
年
議
員

団
結
成
五
〇
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
民
の
利

益
第
一
に
た
た
か
い
ぬ
い
た
こ
の
伝
統
を
受

け
継
ぎ
、
さ
ら
に
前
進
を
め
ざ
し
ま
す
。
来

年
の
一
斉
地
方
選
挙
で
は
、
現
有
議
席
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
く
ら
し
と
営
業
を
守
り
、

市
政
を
転
換
す
る
確
か
な
力
を
強
く
大
き
く

す
る
た
め
に
、
過
去
最
高
の
議
席
獲
得
を
め

ざ
し
て
全
力
で
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。


